
 

 


 

安
保
環
境
が
変
化
し
た
か
ら
「
抑
止
力
」
が

必
要
だ
。「
米
国
の
戦
争
に
ま
き
込
ま
れ
る
こ

と
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
。 

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、
我
が
国
に
対

し
て
武
力
攻
撃
を
し
て
い
な
い
国
に
対
し

て
も
、
攻
撃
の
口
実
を
与
え
る
結
果
と
な

り
、
危
険
性
は
増
加
し
ま
す
。
ま
た
「
抑
止

力
」
で
テ
ロ
は
防
げ
ま
せ
ん
。 


 

戦
争
法
廃
止
す
る
た
め
の
展
望
は 

日
本
共
産
党
は
昨
年
の
９
月
１
９
日
に

「
戦
争
法
廃
止
、
立
憲
主
義
を
取
り
戻
す
」

の
一
点
で
一
致
す
る
、
政
党
、
団
体
、
個
人

が
共
同
す
る
「
国
民
連
合
政
府
」
を
提
起
し

て
い
ま
す
。
ま
た
戦
争
法
に
反
対
し
て
き
た

諸
団
体
に
よ
り
「
安
保
法
制
の
廃
止
と
立
憲

主
義
の
回
復
を
求
め
る
市
民
連
合
」
が
結
成

さ
れ
、
総
が
か
り
実
行
委
員
会
が
提
起
し
た

２
０
０
０
万
署
名
を
基
礎
と
し
て
、
①
安
全

保
障
関
連
法
廃
止
、
②
立
憲
主
義
の
回
復
、 

③
個
人
の
尊
厳
の
政
治
実
現
を
目
的
に
参

議
院
選
挙
で
の
野
党
共
闘
を
求
め
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。 

２
０
０
０
万
署
名
で
皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
こ
と 

① 

戦
争
法
廃
止
の
署
名
の
受
託
者
と
な

っ
て
、
ご
家
族
、
近
所
・
お
知
り
合
い

に
署
名
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。（
１
枚

以
上
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
） 

② 

皆
さ
ん
が
参
加
す
る
団
体
等
（
老
人

会
・
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
・
宗
教
関
連
等
）

で
可
能
で
あ
れ
ば
戦
争
法
廃
止
の
署

名
を
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。 

③ 

署
名
用
紙
が
、
足
ら
な
い
場
合
は
連
絡

下
さ
い
。
議
員
が
、
す
ぐ
に
お
届
け
し

ま
す
。（
一
枚
は
入
れ
て
お
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。） 

 
米原市民報№509 

２０１6 年 1 月 31 日  日本共産党米原市議団 

清水隆徳℡52-1969 藤田正雄℡55-1128 
太田幸代℡54-2286  ｗｗｗ.jcp-maibarashigidan.com 

入札 

節木三千代氏 

 

政
府
は
昨
年
９
月
１
９
日
「
平
和
安
全
保
障
法
制
」
整
備
と
称
し
て
、
憲
法
９
条
を
破
壊
し

て
日
本
を
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
作
り
替
え
る
戦
争
法
（
平
和
安
全
法
制
）
を
強
行
採
決

し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
成
立
に
対
し
て
数
多
く
の
団
体
が
反
対
を
し
、
国
会
を
と
り
ま
く
行

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
運
動
を
引
き
継
ぐ
た
め
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
を
結
成
し
、
２
０
１
６
年
５
月
ま
で
に
「
戦
争
法
廃
止
」
と
「
立

憲
主
義
を
守
る
」
こ
と
を
柱
と
す
る
全
国
２
０
０
０
万
人
の
署
名
あ
つ
め
る
こ
と
を
提
起
し
て

い
ま
す
。
日
本
共
産
党
議
員
団
も
こ
の
署
名
の
実
現
の
た
め
に
、
最
大
限
の
協
力
を
行
い
ま
す 

 

雑 

感 

１
月
１
５
日
に
長
野
県
軽
井
沢
で
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
バ
ス
が
国
道
か
ら
転
落
し
、
１
５
名
の

死
者
と
多
く
の
負
傷
者
が
出
る
と
い
う
悲
惨
な
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
死
者
の
う
ち
１
３

名
が
二
十
歳
前
後
の
学
生
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
尾
木
マ
マ
の
ゼ
ミ
生
が
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
一
方
、
愛
知
や
岐
阜
の
産
業
廃
棄
物
業
者
と
食
品
卸
業
者
が
、
本
来
廃
棄
す
べ

き
食
品
を
購
入
し
、
安
価
で
流
通
さ
せ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

故
や
事
件
を
考
え
る
と
き
、
国
民
の
「
安
全
」・「
安
心
」
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
べ
き
で

あ
る
の
に
、
「
儲
け
」
や
「
効
率
」
「
安
さ
」
の
た
め
に
、
「
安
全
性
」
が
軽
視
さ
れ
、
多
く

の
犠
牲
者
を
生
ん
で
い
ま
す
。「
原
発
再
稼
働
」
、「
リ
ニ
ア
新
幹
線
」
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
な
ど
本

当
に
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。 

戦
争
法
（
平
和
安
全
法
制
）
と
は 


 

何
が
変
わ
っ
た
の
か
。 

昨
年
９
月
に
成
立
し
た
法
律
は
、
政
府
の

判
断
で
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
米
軍
や
米

軍
主
導
の
多
国
籍
軍
を
支
援
す
る
た
め
に
自

衛
隊
を
海
外
派
兵
す
る
こ
と
が
で
き
る
恒
久

法
で
す
。 


 

立
憲
主
義
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。 

多
数
を
持
っ
て
い
る
政
権
で
あ
ろ
う
と
、

憲
法
の
枠
の
中
で
政
治
を
行
う
ル
ー
ル
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
立
憲
主

義
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
安
倍
政
権
は
、
歴
代

政
権
が
「
憲
法
９
条
の
も
と
集
団
的
自
衛
権

は
行
使
で
き
な
い
」
と
し
て
き
た
憲
法
解
釈

を
、
一
片
の
閣
議
決
定
で
覆
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
国
会
で
憲
法
学
者
、
元
内
閣
法
制
局

長
官
、
元
最
高
裁
判
事
な
ど
が
「
憲
法
違
反
」

と
批
判
し
た
の
は
当
然
で
す
。 


 

こ
の
法
制
が
実
施
さ
れ
れ
ば
自
衛
隊
の
活
動

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。 

第
１
に
「
戦
闘
地
域
」
で
の
米
軍
等
へ
の

軍
事
支
援
が
拡
大
し
ま
す
。 

第
２
に
は
混
乱
す
る
地
域
で
の
治
安
維
持

活
動
が
拡
大
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
で

は
、
自
衛
隊
が
「
殺
し
」「
殺
さ
れ
る
」
現
実

的
な
危
険
が
発
生
し
ま
す
。 

第
３
に
は
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
よ
り

侵
略
国
の
仲
間
入
り
に
な
り
ま
す
。 


 

安
倍
首
相
は
「
厳
格
な
歯
止
め
が
あ
る
」
と
言

っ
て
い
ま
す
が
。 

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
を
一
度
も
批
判
し
た
こ

と
の
な
い
政
府
に
、「
他
国
に
対
す
る
武
力
攻

撃
」
を
自
主
的
・
客
観
的
な
判
断
が
で
き
る

の
か
、
疑
問
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。 


